
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１０年１月３１日            NO,２０２ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
民
主
党
の
小
沢
一
郎
幹
事
長
は
、
資
金
管
理
団
体
「
陸
山
会
」
の
土
地
購
入
に
絡
む

政
治
資
金
規
正
法
違
反
事
件
で
、
東
京
地
検
の
事
情
聴
取
を
受
け
ま
し
た
。 

 

小
沢
幹
事
長
は
、
土
地
購
入
の
資
金
は
自
己
資
金
だ
っ
た
と
し
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
虚
偽
記

載
に
つ
い
て
も
関
与
を
否
定
し
ま
し
た
が
、
政
治
的
道
義
責
任
は
明
ら
か
で
、
小
沢
幹
事
長
と
民
主
党

は
、
国
会
で
の
参
考
人
招
致
に
応
じ
る
な
ど
、
国
民
の
前
に
真
相
と
責
任
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
す
。 

 

小
沢
幹
事
長
は
、
検
察
の
事
情
聴
取
に
、
購
入
資
金
は
家
族
名
義
の
自
己
資
金
で
、
事
務
所
に
保
管

し
て
い
た
も
の
を
貸
し
付
け
た
と
説
明
し
ま
し
た
が
、
小
沢
幹
事
長
は
以
前
、「
政
治
献
金
を
積
み
立
て 
 

 
 

た
も
の
」
と
説
明
し
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
は
、
銀
行
か
ら
融
資
し
て
も
ら
っ

た
と
報
告
し
て
い
た
な
ど
、
説
明
が
二
転
三
転
す
る
な
ど
、
疑
惑
は
明
ら
か
で
あ
り
、

民
主
党
も
国
民
に
納
得
さ
れ
る
対
応
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 堀廻町の四釜川の西側の 
高台の畑となっているとこ 
ろに昔、「関口城砦」があり、 
薄根村史では空壕が残って 
いると書かれています。 

現在は広々とした畑で、 
その当時のことをしのぶこ 
とはできませんが、林の中 
に江戸時代のものと思われる石仏群を見ることができます。 
 「関口城砦」は、応安５年（１３７２）新田義宗が兵を挙げ、

白沢で合戦をした時、義宗の陣に加わった関口主水介信久が築    

き、その後この地で農民になったと伝

えられています。 
 堀廻町の鳥井場に「三峯山」と額束

にある鳥居があり、その奥にある石仏

は、「白菊様」と呼ばれています。 
 「白菊様」は、平安時代の三十六歌

仙の一人で、三峯山に流されたと言わ

れている「凡河内躬恒」（おおしこう

ちのみつね）の妻で、夫を追ってここ

まで来て亡くなり、里人が菩提をとむ

らうため建てたと伝えられています。 

 日本共産党群馬県委員会と北毛地区委員会は２４日、東吾妻町で八ツ場

ダムを考える学習会を開き、長野原町や県外から１０５人が参加しました。 
 伊藤祐司前県議、渡辺洋子八ツ場あしたの会事務局長が、様々な資料を

使って八ツ場ダムの必要性のなさや建設予定地の現状を報告しました。 
 塩川てつや衆議院議員から 
は、昨年１２月におこなった 
現地での対話行動で、「建設中 
止でよかった」という声があ 
ったことを紹介し、個人補償 
や生活再建を最優先させるこ 
とが問題解決につながると指 
摘しました。 

 第２４回沼田市上毛かるた大会が２４日開かれ、各

地区の予選を勝ち抜いた子どもたちが県大会を目指

して熱戦をくりひろげました。 

 団体の小学校中学年で薄根地区、小学校高学年が薄

根地区、中学校は高橋場町 

Ａが県大会に出場します。 

 個人戦では、小学４年生、 

小学６年生、中学生の３人 

が出場します。県大会は、 

２月７日におこなわれます。 

 建て替え工事がすすめられている岩本駅の駅舎の保存を求める陳情が

市長あてに提出され、１２日に開かれた総務文教委員協議会で審議されま    

したが、不採択となりました。 
 陳情では、岩本駅は大正１３年（１９２４）

に建てられたもので、県内でもこの当時の駅

舎が少なくなっていることから市に保存を

求めていましたが、維持管理や活用の問題が

あるという意見から不採択となりました。 
 

 利根沼田革新懇は２４日、「憲法２５条と新政権の

福祉政策」と題し、朝日訴訟の会の朝日健二理事を招

いて、が学習交流会を開きました。 

朝日氏は、「社会保障・労働運動を前進させ、国民

要求にもとづく福祉施策を実施させよう」と語り、参

加者からは、「憲法２５条に軸足をおいた行政にする

ことが大切」といった感想が出されました。 


